
令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第

六
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
及
び
第
二
号
イ
」
を
削
り
、「
同
号
ハ
」
を
「
同
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
九
号
を
同
項
第
八
号
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
十
第
二
十
二
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
か
ら
第
九
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
二
十
三
項
中
「
及
び
第
四
号
」
を
削
り
、「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」に
改
め
、

同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
報
告
基
準
日
の
」
を
「
そ
の
経
営
報

告
基
準
日
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
報
告
基
準
日
」
と
い
う
。）の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と

し
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
及
び
第
二
号
イ
」
を
削
り
、「
同
号
ハ
」
を
「
第
二

号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
を
削
り
、
同
号
ロ
を
同
号
イ
と
し
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
条
第
二
十
五
項

第
三
号
中
「
資
産
保
有
型
会
社
等
」
を
「
同
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
資
産
保
有
型
会
社
又
は
同
項
第
九
号
に

規
定
す
る
資
産
運
用
型
会
社
（
第
二
十
八
項
第
八
号
に
お
い
て
「
資
産
保
有
型
会
社
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同

条
第
二
十
九
項
中
「
及
び
第
四
号
」
を
削
り
、「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第

五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
及
び
第
二
号
イ
」
を
削
り
、「
同

号
ハ
」
を
「
同
項
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
七
号
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
の
二
第
十
六
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
か
ら
第

十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
七
項
中
「
及
び
第
四
号
」
を
削
り
、「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改

め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
七
号

中
「
基
準
日
の
」
を
「
そ
の
経
営
贈
与
報
告
基
準
日
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」と
い
う
。）の
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
及
び
第
二
号
イ
」

を
削
り
、「
同
号
ハ
」
を
「
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
を
削
り
、
同
号
ロ
を
同
号
イ
と
し
、
同
号
ハ
を
同

号
ロ
と
し
、
同
条
第
十
九
項
第
三
号
中
「
資
産
保
有
型
会
社
等
」
を
「
同
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
資
産
保
有

型
会
社
又
は
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
資
産
運
用
型
会
社
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第

三
十
一
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
八
項
第
三
号
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

三

施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
五
第
二
十
二
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
由
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

第
二
十
三
条
の
十
二
の
二
第
二
十
八
項
第
五
号
中
「
第
三
十
二
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
二
項
第
二
号
」に
改
め
、

同
条
第
三
十
二
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
六
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
か
ら
第

十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
七
項
中
「
及
び
第
四
号
」
を
削
り
、「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改

め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
七
号

中
「
基
準
日
の
」
を
「
そ
の
経
営
報
告
基
準
日
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）の
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
及
び
第
二
号
イ
」
を

削
り
、「
同
号
ハ
」
を
「
第
二
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
項
に
」
を
「
第
十
二
項
に
」
に
改
め
、
同
号

イ
を
削
り
、
同
号
ロ
を
同
号
イ
と
し
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
条
第
十
九
項
第
三
号
中「
資
産
保
有
型
会
社
等
」

を
「
同
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
資
産
保
有
型
会
社
又
は
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
資
産
運
用
型
会
社
」
に
改

め
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
十
第
二
十
九
項
第
五
号
」
を「
第
二
十
三
条
の
十
第
二
十
九
項
第
四
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
十
八
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
二
十
九
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
由
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
三
十
二
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同

項
第
三
号
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
の
五
第
十
五
項
中
「
第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
七
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
三
条
の
十

二
の
三
第
十
七
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
の
六
第
四
項
第
一
号
中
「
お
け
る
当
該
認
定
医
療
法
人
の
定
款
の
写
し
そ
の
他
の
書
類
で
」

を
「
お
い
て
」
に
、「
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
」
を
「
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
の
八
第
四
項
第
一
号
中
「
認
定
医
療
法
人
の
定
款
の
写
し
そ
の
他
の
書
類
で
当
該
」を
削
り
、

「
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
」
を
「
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
の
十
第
二
項
第
二
号
中
「
お
け
る
当
該
認
定
医
療
法
人
の
定
款
の
写
し
そ
の
他
の
書
類
で
」

を
「
お
い
て
」
に
、「
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
」
を
「
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
四
の
二
第
一
項
中
「
第
百
九
条
の
八
」
を
「
第
百
九
条
の
十
七
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

消
費
税
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
経
過
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
、「
経
過
し
た
日
（
消
費
税
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
又

は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
課
税
期
間
に
係
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
消
費
税
申
告

書
の
提
出
期
限
の
翌
日
）」と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
（
前
項
又
は
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

は
、
法
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
酒
類
製
造

者
又
は
製
造
た
ば
こ
製
造
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
第
八
十
五
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
」と
、「
同
項
の
譲
渡
を
行
う
事
業
者
は
、

同
項
」
と
あ
る
の
は
「
酒
類
製
造
者
又
は
製
造
た
ば
こ
製
造
者
は
、
法
第
八
十
七
条
の
五
第
一
項
又
は
第
八
十
八

条
の
三
第
一
項
」
と
、「
指
定
物
品
を
譲
渡
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
酒
類
又
は
製
造
た
ば
こ
を
移
出
し
た
」
と
、「
納

税
地
又
は
当
該
指
定
物
品
の
譲
渡
に
係
る
事
務
所
、
事
業
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
所
在
地
」
と
あ
る

の
は
「
当
該
酒
類
若
し
く
は
製
造
た
ば
こ
の
移
出
に
係
る
製
造
場
又
は
当
該
酒
類
製
造
者
若
し
く
は
製
造
た
ば
こ

製
造
者
の
消
費
税
に
係
る
納
税
地
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
二
第
一
号
中
「
個
人
番
号
又
は
」
を
「
個
人
番
号
及
び
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
三
の
二
第
二
項
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
の
規
定
」
を
「
又
は
第
六
項
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
四
の
三
第
二
項
中
「
の
規
定
は
」
を「（
同
令
第
二
十
三
条
の
三
又
は
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
四
の
四
中
「
の
規
定
は
」
を「（
同
令
第
二
十
三
条
の
三
若
し
く
は
第
二
十
九
条
又
は
第
三
十
七
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
五
の
二
を
第
三
十
七
条
の
五
の
三
と
し
、
第
三
十
七
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
エ
タ
ノ
ー
ル
の
範
囲
）

第
三
十
七
条
の
五
の
二

法
第
八
十
八
条
の
七
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
に
関
す
る
石
油
精
製
業
者
の
判
断
の
基
準
（
平
成
三
十
年
経
済
産
業
省
告
示
第
八

十
五
号
）
に
規
定
す
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
を
用
い
て
製
造
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
六
第
四
項
第
五
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
又
は
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
エ
タ
ノ
ー
ル
（
そ
れ
ぞ
れ
法
第
八
十
八
条
の
七
第
一
項

第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
又
は
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
エ
タ
ノ
ー
ル
を
い
う
。

以
下
第
三
十
七
条
の
十
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
証
明
す
る
場
合

当
該
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
又
は

当
該
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
エ
タ
ノ
ー
ル
の
規
格
及
び
数
量

第
三
十
七
条
の
六
第
四
項
第
五
号
ロ
中
「
第
八
十
八
条
の
七
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
八
十
八
条
の
七
第
一
項
第

三
号
」
に
、「
こ
の
項
、
第
三
十
七
条
の
九
第
二
号
及
び
第
三
十
七
条
の
十
第
二
号
」
を
「
第
三
十
七
条
の
十
ま
で
」

に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
九
第
一
号
及
び
第
三
十
七
条
の
十
第
一
号
中
「
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
」
の
下
に
「
又
は
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
エ
タ
ノ
ー
ル
」
を
加
え
る
。

第
四
十
条
の
二
第
三
項
中
「
平
成
三
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」を「
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
四
第
七
項
第
二
号
、
第
十
三
項
第
二
号
、
第
二
十
八
項
第
二
号
、
第
三
十
二
項
第
二
号
、
第
三
十
六

項
第
二
号
及
び
第
三
十
八
項
第
二
号
中
「
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
レ
ベ
ル
」
を
「
令
和
二
年
度
燃
費
基
準

達
成
レ
ベ
ル
」
に
改
め
る
。
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